
１．　目標と評価規準

２．年間指導計画

学期 月

「電子技術」　（実教出版）使用教材等

・図や動画などを電子黒
板等で提示する。
・問題の解決手順などを
電子黒板等で提示す
る。
・問題等を学習用パソコ
ンを用いて解答させる。

第３章　ディジタル回路とパルス回
路
１．ディジタル回路
２．パルス回路
３．アナログ－ディジタル変換機

ディジタル信号で動作する論理回路とディジタルＩＣの基本について学
び、次にパルスと呼ばれる波形を扱うパルス回路について学ぶ。ま
た、ディジタル信号をアナログ信号に変換するＤ－Ａ変換器などにつ
いて学ぶ。

・図や動画などを電子黒板
等で提示する。
・問題の解決手順などを電
子黒板等で提示する。
・問題等を学習用パソコン
を用いて解答させる。
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主な学習内容 ＩＣＴ利活用

第１章　半導体素子
１．電子と原子
２．半導体
３．ダイオード
４．トランジスタ
５．電界効果トランジスタ
６．集積回路（IC）
７．その他の半導体素子

半導体素子の基礎となるダイオード、トランジスタ、およびこれからの
集合体である集積回路（ＩＣ）などについて、その機能と取扱いかたを
学ぶ。

・図や動画などを電子黒板
等で提示する。
・問題の解決手順などを電
子黒板等で提示する。
・問題等を学習用パソコン
を用いて解答させる。

第２章　アナログ回路
１．増幅回路の基礎
２．いろいろな増幅回路
３．発振回路
４．変調回路と復調回路
５．直流電源回路 アナログ回路して、増幅回路の基礎、いろいろな増幅回路、発振回

路、変調回路、復調回路、直流電源回路などについて学ぶ。
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履修学科、必修・選択の別　等学習形態

知識・理解
（４０％程度）

半導体素子の働きやそれに関わる回路の基礎的な技術を身につけ、工業の発展にいかに貢献してい
るか、または、現代社会における電子回路の持つ意義や役割を理解できている。

小テスト
定期考査等

電気科選択科目

小テスト
発問
定期考査等

技能
（２０％程度）

半導体素子の働きやそれに関わる回路の基礎的な技術を身につけ、実際の条件を適切に対処すると
ともに、その回路を的確に表現する技能を身につけている。

課題プリント
ノート等の提出
定期考査等

関心・意欲・態度
（２０％程度）

半導体素子に関するキャリアの動きに関心を持ち、その働きや役割について理解し、簡単な回路設計
を目指して意欲的に取り組むとともに、実践的な態度を身につけている。

単位数 学年
教科・「科目」 工業・「電子技術」

2 座学 2

目標
電子技術に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。

評価の観点と比重 評　価　規　準 評価の方法

学習状況等

思考・判断・表現
（２０％程度）

半導体素子を用いた電子回路に関する諸問題の解決を目指して広い視野から自ら考え、基礎的な知
識と技術を活用して適切に判断し、創意工夫する能力を身につけている。
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第５章　音響・映像機器の基礎
１．音響機器
２．映像機器

音の性質や人間の視聴覚について学び、CDプレーヤーやオーディオ
アンプなど音を録音・再生する音響機器の構成や原理について学ぶ。
次に、光の性質やの人間の視聴について学び、ビデオレコーダーや
ディスプレイ装置など映像を録画・再生する映像機器の構成や原理に
ついて学ぶ。また、音声や映像のディジタル信号処理技術の基礎を
学ぶ。

・図や動画などを電子黒板
等で提示する。
・問題の解決手順などを電
子黒板等で提示する。
・問題等を学習用パソコン
を用いて解答させる。

第４章　通信システムの基礎
１．有線通信システム
２．無線通信システム
３．データ通信システム
４．画像通信
５．通信関係法規

通信システムとして有線通信システムと無線通信システムを学ぶ。そ
して、これからの通信システムを利用したインターネットに代表される
データ通信および、地上ディジタルテレビジョン放送などの画像通信
の基礎技術や、通信システムに関する法令を学ぶ。

・図や動画などを電子黒板
等で提示する。
・問題の解決手順などを電
子黒板等で提示する。
・問題等を学習用パソコン
を用いて解答させる。


